
Top spin correlations と Higgs coupling 



お品書き
1.3.2σ？
2.Selections （解析は簡単）
3.過去のデータ （統計ではない）
4.系統誤差 （MCが分からない）
5.それをいれて どうなる
6.CMSの最新 NNLO,EWの効果
7.Higgsとあわせて考える



3.2σ (Systematic included)

Spin相関で
Leptonは同じ⽅向にでやすくなる。
(NLO QCDの予⾔は紫）

Dataはもっと同じ⽅向に出やすく
なっている
Slop が5% ほどゆるやか (Asymmetryでは20%ほど）

C〜0.3
Dileptonic decay 
Top Pair -> bbWW -> bb eν μν

Topの偏極までもどして相関みるの⼤変なので
Decay product の2 lepton の⾓度相関

Azimuthal angle  of delepton

2015+2016 年



2.  解析はちょー簡単
1. Exact 2 opposite-sign lepton (e Et>27GeV  mu PT>25GeV)
2. At least one  b-jet    Njets>=2 (PT>25GeV)  -> inclusive 
3. At lest 2 b-jets  MET を分割して W/topを再構成 −＞ reconstructed 

Purity 93% - 97% 

Data consistent with 
Simulation



3. 統計ではありえなくて、ずっとずれている

ATLAS Data/MC



4. SMの予⾔の分布が間違っている?     → Yes and No ?
1) 予⾔は、いろいろなgenerator でcheck   ->  QCD NLO

NNLOやEW NLOの効果 ？

2) top の width の効果 ttでなくて bbWWをつくってみる？

topのPT分布がずれている.

データは
もっとソフト
→ back to back は減る

合う⽅向



5. CMSの最新結果 EW NLO   QCD NNLO
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NLOでやると ATLASと同じ (左はabsolute)
右はNormalized  ATLASの半分)
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NNLO+EW     2%  -> 1% 程度になってしまう。



dvにして 1% 



6. Higgsのcoupling
いつも ggH結合は、ATLAS CMS 共に
⼤きい。
これと合わせて 何か考えられないか？
Light stop ~ 500GeV (Naturalnessをあきらめない）



もっと下品に



こういうものが １０ＴｅＶ付近にいたら。。



⾓度の分布が q^2ひくいところで
変である。

このずれは、LHCｂでも確認


